
     日本災害復興学会 復興支援委員会シンポジウム     

「災害ボラセン、その後。～復興について学ぶ」報告書 

 
 
災害直後には災害ボランティアセンターに何千人、何万人ものボランティアが駆けつける状態に象徴

されるほど、被災地に多くの関心が集まるが、時間とともにその現状は忘れ去られる傾向が強い。しか

し被災者にとっては、むしろ復興期のほうが時間的にも圧倒的に長く、経済的にも精神的にもかかる負

担は大きい。本学会では復興の実態を過去の被災地から学び、そもそも復興とは何かを探求しながら、

復興期の支援のあり方や次の災害に対する心構えについて考察している。本シンポジウムでは、2008 年

の岩手・宮城内陸地震で生活の多くを失い、現在も復興に取り組んでいる被災者らを招き、その課題を

研究者やボランティアとともに議論。今後の支援のあり方について意見を交わした。 
 
 

 
 
 
日時 2009 年 12 月３日(木) 18:30～20:30 
場所 TFT（東京ファッションタウン）ビル東館９階会議室 
主催 日本災害復興学会復興支援委員会 
共催 中央共同募金会 
後援 全国社会福祉協議会 
 

  参加者 各地の社会福祉協議会職員を中心に約 120 人 
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プログラム 

 

１．あいさつ 木村拓郎（復興支援委員長） 
 
２．基調報告「岩手・宮城内陸地震からの復興に向けて」 

    大場浩徳（くりこま耕英震災復興の会） 
    聞き手：稲垣文彦（復興支援委員） 
 

＜休憩＞ 
 

３．シンポジウム「災害ボラセン、その後。～復興について学ぶ」 
    ▼パネリスト 
    宮下加奈（三宅島被災者・復興支援委員） 
    君嶋福芳（災害ボランティアオールとちぎ） 
    渋谷篤男（全国ボランティア活動振興センター所長） 
   ▼コメンテーター 

    山口一史（復興支援委員） 
    ▼コーディネーター 
    上村靖司（復興支援委員） 
 

４．まとめ 山中茂樹（日本災害復興学会理事） 
 

   ※総合司会／栗田暢之（復興支援委員） 
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 主催者あいさつ              
 
木村 復興支援

委員会が正式に誕

生したのは今年１

月。きっかけは昨

年６月の岩手宮城

内陸地震で、学会

として現地に入り、

意見交換させても

らい、もっと長期

的に応援するよう

な場をつくろうと

委員会を立ち上げた。とりあえず今は６人でやっ

ているが、災害直後のボランティアセンター運営

まではだいぶ形ができてきたが、何となく軌道に

乗ると消えているというのが現実ではないか。一

方でいろんな法律や砂防などの専門家がいて被災

地を応援したいという人がいるが、そういう人の

出番がつくれていない。私は専門家をこき使うよ

うなグループができるといいなと思っている。き

ょうは皆さんに初期のボランティア活動から専門

家を引っ張り込むような「つなぎ」の知識をつけ

てもらいたい。その一つがパンレット「被災した

ときに」。今はネットに情報があふれているが、70、
80 のおばあさんにホームページみてというのは

無理がある。生活再建ってどうしたらいいの、と

悩んでおられるかたに簡単な初歩的な知識を活字

にして、被災から生活再建の流れを知ってもらお

うとつくった。事後でなく事前に頭の中に初歩的

な知識を持ってもらって、そのうえで専門家をう

まくつないで、復興までがスムーズに進むといい。 
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栗田 復興支援学会は２年前に発足され、開か

れた学会をめざそうと研究者のものだけでなく、

ボランティアを含めて市民を巻き込んだ活動をし

なければならない。この学会をきっかけに復興に

ついて考えませんか、と呼び掛けたい。「復興」の

定義がきちんとされていない。相次ぐ災害で復興

の途上にいる人たちがいっぱいいる。阪神・淡路

大震災から 15 年だが、神戸が復興を遂げましたか

と言われればそれぞれの考えがある。できるだけ

多くのかたに参画していただいて議論に加わって

復興を考えようというのが今回の趣旨だ。 
 
 基調報告                 

「岩手・宮城内陸地震 

からの復興に向けて」 

 
稲垣 岩手宮城内陸地震の復興に向けてという

ことで、くりこま耕英復興の会の大場さんに基調

報告してもらう。まずは自己紹介を含めながら現

状を。 

 
大場 昨年６月 14 日までは耕英地区で農業と

日帰り温泉、イワナの養殖をやって生業を歩んで

いた。耕英地区は岩手県と宮城県の県境にある栗

駒山の中腹、標高 600 メートルぐらいのところに

ある。栗原市の中心部から 25 キロ。私たちの生活

の場は標高 600 メートル。私だけでなく農業やイ

ワナの養殖、旅館を営んでいる人が 41 軒、別荘を

もっているのが５、６軒ある。 
イチゴが真っ赤に色づく季節。出荷の話や懇親

会をして、あしたからイチゴが売れると朝からビ

ールで乾杯していた。そこで８時 43 分を迎えた。 



何が何だかわからず、上のほうに飛ばされ、ち

ょうど目の前にイワナの養殖池があったが、まっ

すぐ水がたたきあげられているという状況と自分

が宙を飛んでいるという状況がしばらく続いた。

栗駒山が全体に２メートルぐらい上がったのでは

ないかと言われている。後で測量したら岩手県側

から宮城県側に 10 センチずつ移動したという話

がある。 
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家族の安否を確かめながら家に帰った。耕英地

区は電気が一瞬にして止まった。ご飯を食べてみ

んな畑にいる時間で、家の中にいた人は少なかっ

たようだ。駒ノ湯温泉という温泉宿の中にいた人

だけが惨劇を受けてしまった。行政のほうから避

難勧告と言われてその意味もわからなかったのだ

が、残ることはできると聞いて子どもとお年寄り

がヘリコプターで避難。私たちはイチゴとイワナ

の養殖で生きているので、その地を離れるという

のはそれができなくなる。私のほかに 34 名が残っ

て自力再生しようとした。しかしやがて栗原市か

ら避難勧告が指示になるから下りてくれと言われ、

何時間か押し問答になった。そこを離れたら生活

はできなくなる。イワナの養殖の人たちも何万匹

も殺すわけにはいかない。そのとき収入役が生活

の支援は十分にすると約束したので私たちは山を

下りた。 
耕英地区は冬は１、２メートル雪が降るが、冬

も山にとどまる人たちが 14 軒、50 メートルぐら

いのところに下りるのが 23 軒。下場で家を持って

いる。仮設住宅に入ったのは 14 軒しかいない。花

山地区は 40 数軒。避難所ができて１カ月ぐらいは

自衛隊の人たちからの支援で、食事もお風呂も至

れり尽くせり。ヘリで下りてきたので車もない。

ボランティアセンターから車を借りることもあっ

た。ボランティアに支援をしていただいたが、山

に戻ると片付けなどがあり、それが本当のボラン

ティアの仕事だと言われた。 
栗原市としてはボランティアは被災地に入れな

いという話だったが、生業の支援の問題が出てき

た。米だとその年に収穫できるが、イチゴはまず

苗を準備しないといけない。苗がないと来年につ

ながらない。何とか苗とり用の苗だけは植え付け

たいなと。 
一時帰宅が１時間程度しかなかったが、そこで

ボランティアに手伝ってもらえないかと電話した

ら、もう担当者が変わっていた。その担当者が１

日何時間ボラン

ティアすればい

いのかと聞いて

きた。でも耕英

地区はいったん

入ると夕方まで

出られない。そ

ういうことだと

花山は午前中２

時間というよう

な形なのででき

ないと言われた。

そのときは電話ブチっと切ってしまった。でも、

そのとき支援してもらって自分たちの復興計画を

つくったりして１年を迎えられた。 
 
稲垣 すさまじい。こんな地震が来るとは予想

していなかったでしょう。 
 
大場 前の宮城県沖地震のときには鍋のふたが

パタっと落ちるくらいだった。耕英地区は地震で

は何ともならないだろう、被災するなら火山噴火

だろうと話していた。 
 
稲垣 ほとんどの人の勤め先がわかっているの

はびっくりした。食べていく糧が耕英地区でない

と稼げない。結局そういう状態が１年近く続いた。 
 
大場 夏場に本業をやり、冬場は土木作業など

でおかず代程度を稼げれば何とかなる生活だった。 
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稲垣 そこでイチゴやイワナを育てて生計を立

てていた。そこに危険だから来ないでということ

になった。収入はどうなったか。 
 
大場 がんばってがんばって４分の１というと

ころ。ほとんど家の修復で終わっているような人

もいる。 
 
稲垣 ほとんど収入が途絶えてしまったという

のが現実で、まさにそこが課題。 
 
大場 これも天災で、国が悪いわけでもない。

昨年７月に山古志村長の長島代議士が復興の会を

立ち上げたときに講演に来た。皆さんは１カ月ぐ

らいは夢を見ているが、だんだん現実がのしかか

ってくる、現実って被災者には本当に冷たいもの

だと言われた。その言葉が今でも忘れられない。

支援は 100％あると思っていたが、それは避難所

にいたときまでだった。仮設住宅に入って罹災状

態で半壊ぐらいの人には援助があるが、一部損壊

程度なら何もないに等しい。 
 
稲垣 義援金の配り方が家の壊れ方に応じて配

ってしまう。何を想定しているかというとサラリ

ーマン世帯。耕英では家に被害はなかったが、仕

事ができないという被害が大きかった。たぶん仮

設のときもあすはどうなるかという気持ちだった

と思うが、そういうときにこれはありがたかった

という支援は。 
 
大場 被災したときの心の持ち方や、行政とは

けんかしないほうがいいよなどという言葉は頭に

残っている。被災者がいろんな人に対応する窓口

をつくって行政とも話をする体制をつくらきゃい

けないとも言われて、復興の会をつくった。車座

トークというイベントも開いてもらって、耕英っ

て噴火で避難したのと同じだよねと言われて三宅

島の宮下さんに経験を聞いた。離職した人にも義

援金を配分したことや風評被害の対策費、ボラン

ティアの油代など。私たちも失業した人と同じよ

うな支援があるのかなと思ったら、農業は事業主

なのでそういう支援、義援金の配分はないと言わ

れて悔しい思いもした。いろんな情報をもらった

が、行政からすれば“悪知恵”を入れられてるの

かなと見えただろう。アドバイスくれながら応援

してもらって本当にうれしかった。避難所の横で

焼きそば焼いている人もいれば、その横で餃子焼

いてる人もいた。昔ヤンキーだった若い衆が避難

所で自由に食べられる場所を提供してくれるなど、

本当にいい人たちにかかわってもらった。 
 
稲垣 義援金の話では、三宅島も４年半の長期

の避難だった。ここも離れて仕事ができなくなっ

た。東京都が災害保護という長期の制度をつくっ

た。もともと雲仙がたばこの農業ができなくなっ

て生活費にお金を入れようということがあったが、

三宅以来それがなかった。しかし大場さん、災害

の制度に詳しくなってびっくりした。 
 
大場 木村先生に初めて会ったとき、「みなし全

壊」という言葉を聞いた。もう英語みたいな言葉

だった（笑）。 
 
稲垣 くりこま耕英の人たちが市社協と掛け合

って、壊れた家に対する義援金を長期の避難にも

出しましょう、ということに苦節７カ月かかった。

今後の支援や期待することは。 
 
大場 お茶飲み会のお知らせが広報されたとき、

これって災害ボランティアなのかなと思った。で

も今になればじいさんばあさんのお茶飲み会って

あってもいいのかなと思う。次の被災者にどうの

ということはできないが、宮下さんが私たちに教

えてくれたようなことを次の人に伝えられたらと

思う。後は毎年６月 14 日をどう過ごすか。 
 



稲垣 仕事の再開は来年が勝負でしょう。来春

イチゴを植えると観光客も来る。皆さんぜひ来年、

栗駒におじゃましてください。来年だけでなく、

ずっと来てください。仙台学という資料の中で熊

谷さんという開拓３世の人の話がある。最初会っ

たときは声が掛けられなかったが、今では耕英で

やり直そうと思っている。こういう方々を何とか

支援していきたい。 
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会場に駆けつけた室崎益輝学会長のあいさつ 

 今の大場さんの話

を聞いて少し救われ

た気がした。災害復興

学会は議論するため

ではなく、被災者の復

興に力になるため。ほ

んのちょっとだけ役

に立って学会つくっ

てよかったと思う。で

もそれで満足するの

でなく、しっかり被災地の支援をしていきたい。

今後ともご協力を。 
 
 シンポジウム                

「災害ボラセン、その後。 

～復興について学ぶ」 

 
上村 復興というなかでボランティアが被災者

にかかわりながら少しでもお役に立てるかという

話をしていきたい。支援委員会の正体が大場さん

の話でわかってもらった。お金がないので“悪知

恵”をつける（笑）。何とかスムーズに悩んだこと

苦しんだことをつないでいきたい。災害ボランテ

ィアという形で社協のかたもほぼオートマティッ

クに被災地に入る。仮設住宅に入った後もいった

ん閉まるが、これで終わりではない。災害ボラセ

ンが閉じた後の流れも含めて議論を。 
 
渋谷 ボランティアセンターができたときと復

興のときと何が一緒で何が違うかを話したい。地

域福祉やボランティア活動は一言で言うと「つな

がりの回復」。災害はまさに「つながりの破壊」。

そもそも外部の災害ボランティアがなぜ受け入れ

られるのか。自分が厳しいめにあって孤独感を感

じているときに、みんなが心配してくれていると

いうのが一番のポイントではないか。人と人がつ

ながっていることを実感できる。もう一つは制度

外のニーズへの対応。被災者支援は制度では対応

できない、対応しづらい問題が多い。そこを多く

の方々が直感的に感じて飛び込んでくる。 
復興の取り組みをイメージすることが大事。孤

立している人は必ずいる。そういう人に個別に積

極的に対応する。ただ、つながりを本当に回復す

るには地域の力が必要。外部では限界がある。災

害が起きてから何とかしろと言われても、通常が

できていなければできない。通常の福祉ができて

いないところでは、そもそも復興といわれてもピ

ンとこないのではないか。そこに外部支援の意味

がある。私どもとしては災害をきっかけに地域福

祉に取り組むということ。そのためには体制づく

りが必要。お金もいる。 
先ほどの話で、生業支援というと災害ボランテ

ィア活動のなかでは

少し別物という意識

があるのかもしれな

いが、実際その人が

困っているのなら対

応していかなければ。

地域福祉を考えるの

ならば農業をどうす

るかが非常に大事。

栗駒の場合も単にお

金の問題だけでなく、

地域を成り立たせる
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。 ためにどうするかを一緒に考えたい 一番特徴的なのは災害後、現地に支援員を駐在

させるという取り組み。新潟県中越地震では川口

町の和南津という集落に 2004 年 12 月から半年間、

職員２人、といってもたまたま職のなかった若い

のを住まわせ、とりあえず地元の人とかかわれと

置いたのが始まり。 

 
上村 もうほぼ

結論めいたお話に

な っ て し ま っ た

（笑）。つながりの

回復など、冒頭から

結論を出していた

だいた。個の回復、

住宅再建みたいな

話がものすごく当

たり前の中心だが、

あえて人間関係の

回復というところに焦点を当てられた。確かにコ

ミュニティーをバラバラにして復興住宅に入れる

などはとんでもない話だということが当たり前に

思えてくる。地域を成り立たせるという観点では、

そこに人が住んでいて生業をやっていてなんぼと

いう話なので、まさに線の引きにくいところ。そ

れがなければ地域が成り立たないという重要な指

摘をいただいた。 

それから岩手・宮城内陸地震では 2008 年９月

から３カ月間、１人常駐させ、現地でまず関係づ

くりをして何ができるかを見つけ出していこうと

した。 
和南津では住民の方との関係構築で非常に苦労

してきた。やはり農村部だといろんなしがらみも

あり、最初の１カ月ぐらいは住民とまともな話が

できないというところから入っていった。そこで

外部者の視点を入れて、復興に向けて何ができる

かを住民自身で考えてもらおうと、一緒に取り組

んだことの１つがソバのオーナー制。毎年必ずこ

こに来て、外部の人たちも継続できる仕組みをつ

くろうと考えた。 
もう一つは「か

わぐちセット」と

いう地元の農産

品やおいしいお

酒を段ボールに

3000 円分ぐらい

詰めて、プラス

150 円を地域支

援の寄附金にし

てと販売した。正

直あまり広がり

はなかったが、地元の方々に意識づけをすること

も大事だった。 

 
君嶋 この会場の壁に飾ってある写真は岩手・

宮城内陸地震の花山地区の仮設住宅。花山にはダ

ム湖があって、そこからの風がまともに仮設住宅

に吹き付けてくる。雨が降ると軒先までびしょび

しょになる。それをどうにかしたいということで、

風よけをつくろうと MDRC という宮城のボラン

ティアネットワークと一緒にやったボランティア

活動の写真。ちょうど１年前だと思い出す。 
うちのグループの取り組みを紹介すると、災害

直後のボラセンと連携した活動も行うが、その後

を重視している。 それから川口町の木沢という集落に非常にきれ

いな棚田があるが、地震で崩れて作付けができな

くなった。もう無理してやらなくていいよねとい

う意見もあったが、何人かに声を掛けて実現した

のが棚田のオーナー制。１組４万円という参加費

だが、年間通して月に１回は必ず行けるような仕

阪神・淡路大震災が NPO 立ち上げの一番のス

タート。11 年前に那須で大水害があった。そのと

きに初めてきちんと組織だった災害ボランティア

センターを設置した。その中核を担った那須町の

社協と町の若手と３者で運営した。 



組みをつくっている。指導者は地元のおじいちゃ

んたち。 
岩手・宮城のほうは９月から 12 月まで、仮設住

宅のすぐ近くに空き家を借りて支援員を常駐させ

た。そこで生活することで被災者と関係をつくり

ながら、毎週日曜には仮設だけでなく、自宅にい

る人も含めてぜんぶの被災者が集まれる日を「カ

レーの日」に設定した。いろんな方たちの力もあ

り、みんなで復興ビジョンをつくろうという意識

づけができた。そこに復興委員長の木村先生もア

ドバイザーで来てもらって、復興に向けた共通認

識をいかに共有できるかを主眼にした。具体的な

復興はこれからなので、どう取り組んでいくかが

問われていく。 
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上村 さらっと聞くと、ただすごいなと思える

が、よく考えると皆さんちゃんと仕事があって、

それぞれの立場もあって、それがこれだけの長期

間にわたってずーっとつきあっている。先ほど渋

谷さんからつながりの回復という話が出たが、つ

ながりをもともと回復するもののない外部の人た

ちだから、つながりを関係づくりから入らなけれ

ばいけない。そしてつながりを深めるためにいろ

んな場をつくっているというようなことが伝わっ

た。 
 
宮下 大場さんに悪知恵を与えた宮下です（笑）。

三宅の災害は約 20 年の周期で噴火が起きている。

そのたびに復興事業と言ってきたのだが、どちら

かと言うと復旧事業に近かった。私も２度の噴火

を体験した。１度目はまだ子どもで、自分の住ん

でいた家も学校も溶岩に埋まるという被災を受け

た。そのなかで、大場さんの話でも出たが最近の

地震災害は生業を離れた場所で長期化するという

ことでは噴火災害にかなり近いところが出てきて

いると思う。何が一番の問題かというと、生業が

できないことで地域に戻れず、復興に着手できな

い。復興が遅れれば遅れるほど周りから忘れ去ら

れ、被災者もモチベーションが下がってしまう。

すると税金をたくさん投入してもそこに戻る人が

いなければ何の意味があるんだ、という堂々巡り

の議論が常に起きてしまう。当然、人口も減るし、

生活が成り立たないのでそもそも復興にならない。

特に三宅の場合

は４年半という

長い間、島を離

れて都内で生活

を送った。他の

被災地だと仮設

住宅を建て、人

の目を盗んで元

の家に帰ること

もできるが、三

宅の場合は物理

的に船に乗らないと帰れない。そんな状況で４年

半もいたら、生業を再開したいと思っても元に戻

れない。当然の生活をするために東京で新たな仕

事を探さなくてはいけない。そうすれば島に帰る

ことを断念する。島に帰る人が少なくなれば復興

もできない、という悪循環になっている。 
それから「支援する人を支援する力」や、私の

ような被災者があらためて被災者を支援し、心の

支えになってあげるということも大事。 
生業支援はお金の話になってくるので公的支援

は難しいと思うが、精神的にできることがある。

皆さんを支援する気持ちを常に持っていて、支援

の手をさしのべるということにあるのでは。 
 
上村 災害直後はまず生きなきゃとカーっとな

っていて、だんだん明日のことや一週間後のこと

や来年のことを考え始めるのだが、来年がイメー

ジできない。生活再建をどうするか、支援金が出

るような出ないような、何となく情報は流れてく

るけれどいったいいくらなんだ、出ないなら出な

いで早く言ってくれよ（笑）と、とにかく未来が

まったくイメージできない苦しさ。三宅なんて典



型で、いつ帰っていいと言われるかまったくわか

らないから計画が立てられない。大けがした人間

が入院するとリハビリに時間がかかるが、よくよ

く考えると大けが以前に持病が問題だった。持病

も治さないともともとの生活に復帰できない。中

越なんかは過疎や高齢化などの持病の部分が吹き

出した。50 世帯が 30 世帯になってしまったとい

うなかでどうやって新しい地域づくりをしていく

か、という喪失感をとちぎの皆さんのようなかた

が埋めていっているのかなと思う。支援する人も

疲れる、へこんでしまったりする。 

課題というのは透明のパイ生地のように積み重

なっている。阪神のときは高齢者の孤独死があっ

たが、そこからコミュニティーがつぶれていると

いう課題がめくれてきた。災害のたびに新しいパ

イ生地が見えてくる。それはもともとなかったの

ではなく、上をのけたから下のが見えてくる。 
災害のたびに被災者も支援者も一つずつ物事を

解決してきた。物事を解決する視線を少数者に注

ぎ、その少数者を多数者のほうへ寄せていくとい

う活動をしてきた。中越沖のときに介護士が常駐

する福祉避難所という仕組みが実現した。いろん

なことが実現するが、その情報を全国にきちっと

発信しなくては。次に災害が起こったときに出発

点はここからで

すよという情報

や気持ちを持っ

ていないと、先

人の努力が無駄

になってしまう。 

 
宮下 特に地元で活動されている社協のかたは

一人ひとりの生活の状況がわかって、その人の気

持ちになりすぎてしまう。ありがたいことだがそ

れが心の負担になってしまう。支援する側がつら

い立場になって傷ついてしまう。 
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上村 被災者からすれば「私のことを本当に理

解してくれている」と思うだけでものすごく気持

ちが楽になるんだけれど、支援者はそれだけ受け

止めている。支援者の支援の会をつくりましょう

か。支援者の心のケアをしていただかないと。 

そういうこと

を考えると、災

害ボランティア

センターでその

日その日のマッ

チングも大事だ

けれど、その人に会うのはこういうことなんだと

お互いに確認して、考えながら動いていくのが大

事かなと思う。 

 
山口 渋谷さんはつながりが壊れてしまうと言

われるが、私も同じように「暮らしの循環」が壊

れてしまうと思っている。循環が壊れてしまうか

らその円をつないでいく作業をみんながしている。

災害ボランティアセンターと復興がどうつながる

かというと、水害だったら泥出しをしたり家財の

片付けをしたりということがあるが、それが目的

ではない。目的はそういう循環をつなぐための第

一歩でまず泥だしをしましょうということ。 

 
上村 ほぼまとまっちゃったような気がする

（笑）。暮らしの循環の修復というのは素晴らしい。

地域を成り立たせることを考えたときに、個々の

再建案もつながりの回復も当然あるが、生業も含

めて元あった暮らしの途切れてしまったところを

どうつないでいくのか。それから“悪知恵”と悪

い言葉使ってしまったが、一から悩むのではなく

て、情報と経験のバトンをちゃんと渡すというこ

とが、人によっては悪知恵と見えるだろうが、や

そう考えるとその地域でどんな暮らしが実現し

ていたかを知っているのはやはり地元の社協のか

た。その人たちが実際にどういうふうに情報を出

していくか。実際は個別の情報は出しにくいだろ

うが、そういう心構えが大事。 



っぱり悩んだ結果出てくる知恵。被災を経験した

かたなら誰でも同じ経験をしてほしくない、同じ

思いをしてほしくないと思う。自然が相手だから

しょうがないんだけれど、でも何とかなるんじゃ

ないかということがいっぱいある。そういうこと

をちゃんとバトンを渡していってもらえればとい

うお話だった。ここで会場から質問や意見は。 
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いる。 

会場参加者 新潟の

川口町が災害ボランテ

ィアのデビューだが、

本当に遊びに行ってい

る。私自身が何をして

いるわけではないが、

手ぶらで行ってご飯ご

ちそうになって酒飲ま

せてもらって布団まで

提供してもらってお土

産もらって帰る、とい

う関係を続けてもらって

 
上村 そういうことがまさに復興ボランティア。

どちらもうれしいという WIN-WIN の関係。きょ

うのテーマにあるように中長期、ある種オートマ

ティックにどうしようもない状況を支えるために

制度のすき間をうまく埋めていくというところは

確かにある程度形になってきた。だが中山間地が

もともと持っていた課題や持病みたいなものが出

てきてしまったのを直しながら暮らしの循環を直

していくというプロセスにおいて、長期的に一緒

に歩んでくれるボランティアがいてくれると本当

にありがたいということは誰も否定しないと思う。

ただ、現実的に考えると、とちぎさんほど熱心に

人を常駐させると人の手当てもそうだしお金もか

かる。こういうものをどうしていったらいいか。 
 
君嶋 どう継続するかは人とお金の問題。実際

うちのような NPO 法人はいろんな分野に手を出

していて、災害ボランティアは４つある柱の一つ。

動いている人間は 10 人。私も仕事を持って休日中

心でやっているボランティアスタッフ。岩手・宮

城の大場さんのところなどは一年間で 30 何回通

っているけれど、場合によっては平日休みを取っ

て、片道４時間かけて日帰りでという通い方をし

た。 
人を育てていくという部分では引き込まなくて

はいけない。私などは自分の職場の若い連中を半

分強制的に連れて行くなど、少しずつ人を増やす

努力を普段からしているが、なかなか増えない。 

お金の問題は大きくて、今回、岩手・宮城でも７

ケタのお金がかかっている。このためにいろんな

社会貢献の財団などにアプローチしたり、県内の

JC に強く働きかけたり、経営者協会に声を掛けた

りした。それからできるだけ地元の新聞社と良好

な関係をつくっておいて、新聞にマメに出しても

らう。これは結構バカにならなくて、名前を売っ

ておくとその後災害が起こったときにあの団体が

やってるならちょっと行ってやろうということで

人の確保にもつながる。 
 
上村 知名度、信頼は社会のなかで相当努力し

て得ていかないとなかなか難しい。人については、

中越では「たらかす」というが、だます。一緒に

来いよと言ってその気にさせるという努力をしな

ければいけない。 
 
渋谷 オールとちぎのような活動は素晴らしい。

そういう力を持ってる NPO をうまく地域につな

いでいくこともある。社協で地区担当を明確に置

いているようなところでも、なかなかそこまでは

できない。やっぱり外部の力を借りてやっていか

ざるを得ない。ただ、社協が手厚い支援を仕切れ

ないということはあるが、つまらない非難の応酬

からは脱したい。そこは建設的に考える必要があ

る。それでもやっぱり社協として、福祉関係者と

してどうしてもやっていかなきゃいけないのはマ
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イノリティーの問題。それも要介護や知的障害と

いうよりは、孤立、孤独死のような問題。それだ

けはきちんとやりましょうということにしないと

いけない。そこまでやればオールとちぎさんのよ

うなところと接点ができてくるし、お互いの役割

分担も生まれてくる。 
 
上村 マイノリティーといいつつも結構な数が

いて、一人ひとり丁寧にケアするだけの人がいる

かどうか。NPO がそういう人を網羅的にカバーで

きるわけではなくて、やっぱりこの地域に、と重

点的にやらざるを得ない。どういう形であっても

リソースに限界はある。そこで普段からやれるこ

とをどう積み上げるか。なかなか答えはないが大

事な提案をいただいた。 
 
宮下 特に財源は簡単に答えが出ない。一般市

民的な立場で考えると、いつも誰かが見守ってい

る、いつも誰かが忘れずに思ってくれているとい

う思いを被災者が抱くことが一番重要。被災地一

つ一つを忘れないという思いに立って声を掛ける。 
栗駒もこれから復興していくとそれを見に来る

かたがいっぱい来る。観光の目玉になりますよ、

と声を掛けられてがんばれる被災地もある。単純

なことだと思うが、そこに行ってがんばっている

人たちを見てほしい。そこでお金を落とすことが

支援になるし、たくさん人が来ることで地域がが

んばれる。実際に三宅でも救援に行ったことがき

っかけでその地域が気に入って住み着いてくれた

人がいる。それが地域が元の力を戻していくきっ

かけづくりになる。 
 
上村 ときどき思い出してもらうだけでもうれ

しい。一緒にお酒飲んで農作業して。ひょっとし

たらお迎えするためにお金使っちゃってるかもし

れない。でもうれしくてしょうがない。そういう

人が来てくれることで行事やるにもやりがいがあ

る。年に１回でも来てくれることがその地域にと

って宝物になる。 
 
君嶋 被災地にかかわっていて思うのは、地域

そのものが一生懸命取り組もうという気持ちがな

ければ絶対動かない。そこで各地域のキーマンが

活躍できる環境がないとだめだとつくづく思う。

一生懸命自分の仕事そっちのけでがんばっている

人がいる。そういう人たちはある意味矢面に立つ。

そこを支援していくのは外部だけでは難しい。場

合によってはブレーキをかける役目もいないと。

そういうところで地域の社協がかかわると非常に

やりやすくなるのでは。 
 
上村 まったく同感。まずキーマンがいるかど

うかということもあるが、キーマンの大場さん。 
 
大場 私は全壊だったが、一部損壊の人たちに

対する支援はぜんぜんなかった。でも、まず私た

ちがヘリで生活の場とは切り離されたところにい

るという根本のところを一番支援してもらって、

その次に家の損壊を支援してもらうということに

してもらわないと。そういう中で外部の支援者に

助けてもらう。君嶋さんのところのカレーも、「毎

週カレーじゃ飽きるよな」なんて声もあったが

（笑）、私は家族連れて毎週ごちそうになってる。

せっかく来てもらって数人かしかいないと申しわ

けないねと言ったら、好きで来てるんだから気に

しないでと言われた。本当にその気持ちはありが

たかった。 
 
上村 被災者のためにある制度が、微妙な被災

者間の関係を翻弄させていったり、引き裂いてし

まったりすることもある。そういうことを含めて

宿題を解決しなければいけない。 
さて、ちょうど時間が来たが、特にまとめず、

それぞれに皆さん刺激されて、それぞれにもやも

やっとした気持ちをお持ち帰りいただければ。 
 



 まとめ                  
 
栗田 お聞きの通り、復興は本当にもやもやっ

としたもの。その現場現場で携わるとわかるが、

こういうシンポジウムになると復興って語りにく

い。ではこういう取り組みが今まであったかとい

うと、ボラセン後の復興となるとマスコミも撤退

してしまってわからない。それじゃいけないんじ

ゃないか、という仕掛けを今回試した。 
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山中 今「2012 年」という映画がヒットしてい

るらしい。こういう災害映画はハルマゲドンで終

わってしまうが、実際の災害はそれで終わるわけ

ではない。被災者にと

ってはその日からが

スタート。つながりの

破壊という言葉も出

たが、被災はもちろん、

実は復興の過程でも

つながりが破壊され

ることがある。被災す

るとお金持ちも貧乏

人も同じ地平に降り

てしまうなかで一種

のユートピアが生まれるのだが、次第に格差が生

じる。日本の制度は自力再建、自助努力だったか

ら、力のある人はどんどん暮らしを修復していく

けれど、それができない人はどんどん取り残され

ていく。阪神の後でもまったくそういう制度がな

く、復興の格差が生まれてきた。 
そこで被災地の人たちが頑張ってゼロから制度

を勝ち取ってきた。そして暮らしの循環を何とか

回復させようとしてきた。神戸で２年目に「被災

者責任」という言葉が生まれた。それは被災して

生まれた知恵や教訓を全国の人たちに伝えよう、

分かりやすく語り継いでいこうという意味だった。

そのために僕たちは学会をつくってやっている。

１月 10 日には被災地全国交流集会も開くが、それ

は全国の被災地の知恵を引き継ぐために、全国の

復興リーダーに集まっていただいて知恵の共有を

する。同時に宮下さんが言われた「支援者を支援

する」人たちも育てていく。被災地で孤独な闘い

をしている人たちを支える受け皿にもしたい。 
君嶋さんからは棚田オーナー制度の話が出た。

災害というのは地域や社会の脆弱性を顕在化させ

る。中山間地の問題が浮き彫りになる。そこでも

う一度中山間地をどうやって活性化していけばい

いのかを考える場にもしたい。それは簡単な話で

はなく、この国の構造自体を変えなければいけな

い。そういうところにわれわれがどうコミットし

ていくか。それは頭で考えるだけでなく、現場で

君嶋さんのような人がどのような実践をして新し

い知恵を生み出していくかということにかかって

いる。中越と東京が結ばれ、いずれやってくる首

都直下地震のときに、新潟が今度はどう受け皿に

なっていくか。そういう復興リーダー、支援者の

輪をつくっていきたい。皆さんもその輪に加わっ

ていただければ幸いだ。ボラセンが解散した日が

災害の終わりではなく、そこからスタートすると

いうことをきょうのシンポジウムで学んでいただ

いて、今後ともわれわれと歩みをともにしていた

だければありがたい。 
 
木村 実際に皆さんの地域で災害があって、自

分が何をすればいいのかというときに、通常の業

務の延長線上で、マニュアル通りにやろうとする

と決してうまくいかない。そうではなく一人ひと

り生活復興、地域の復興をどうすればいいのかを

まず頭に描いて、そのために自分は何をしたらい

いのかというところから入っていただかないと。

ガイドライン、マニュアルにこう書いてあったか

らと、そんな生やさしいものではない。ちょっと

頭の固い理事長がガーガーいうかもしれないが、

その辺は内部で闘っていただきつつ、復興に取り

組んでいただければ、ということを最後にお願い

したい。 


